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教室ミュージアムの実践
■概要
　お茶の水女子大学が開発した教室ミュージアムの第２回実践を、平成29年11月15日～11
月29日にかけて実施しました。猿楽小学校では、第５学年の総合学習の時間で年間を通じ
て海洋教育に取り組んでいますが、その他の学年では海洋教育に触れる機会が持てていま
せんでした。教室ミュージアムの実践により、全ての学年が海の体験をする機会を持つこ
とができました。児童の見学は、各クラス単位で担任の教員が引率し、授業時間を使って
見学する方法が取られました。
　海洋教育に取り組む５年生については、「東京湾をテーマとした調べ学習」の一環とし
て教室ミュージアムを利用しました。２時間連続の学習時間のうち前半は見学、メモ、ス
ケッチの時間とし、後半は大学からの出前授業として展示や調べ学習に関する質疑応答の
時間としました。調べ学習だけではなかなか実物に触れる機会が無い中で、教室ミュージ
アムの実物展示は児童の学習に大きな貢献をしたようです。さらにミュージアムは保護者
の授業参観でも公開され、学校としての取り組みをアピールする良い機会となりました。

→詳細な内容は、「３．海洋教育教材・海洋教育学習プログラムの開発と提供」のページ
294をご参照ください。
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❷渋谷区立鉢山中学校の取り組み

理科の時間を利用した海洋教育実践
■海に生きる生物の体の構造に関する出前授業の実施（平成30年２月９日（金）　９時45分
～10時35分）

　「無脊椎動物」ってなに？　～カニ歩脚の構造～」と題して、海に生息する節足動物（甲
殻類）の代表としてズワイガニを取り上げ、その脚の構造を深く学ぶ出前授業をお茶の水
女子大学のスタッフが実施しました。生のカニの歩脚を解剖して、脚を動かす関節の構造
を学びました。また、『カニの歩脚の関節実験セット』を用いて、関節に存在する骨片（腱）
を引っ張る力と脚の動きの大きさの関係を、定量的に計測する生理学的実験も行い、節足
動物の関節の構造について実感を伴って深く学びました（3-4「海の生物の体の仕組みを
学ぶ教材」p321参照）。
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アンケート結果（マークシート）
　１から４の設問に対して、１．当てはまらない、２．どちらかといえば当てはまらない、
３．どちらかといえば当てはまる、４．当てはまる、以上４ついずれかにマークしてもら
いました。このマークシートによるアンケートを、授業前と事業後に実施しました。その
結果を点数化し、平均と標準偏差を算出して、統計処理をしました。設問１と３で、事前
よりも事後の方が、統計学的に有意に点数は高かったです（**p<0.01, paired t test, 
n=13）。設問２と４においても、上昇する傾向がみられました。このことから、生徒が海
で生きるカニの脚の関節の構造を充分に理解したと考えられます。

アンケート結果（記述）
　授業後のアンケートで、カニの脚の関節の仕組みについて分かったこと、及び授業の感
想を書いてもらいました。その一部を次に掲載します。海で生きる節足動物に対する関心
が深まり、充分に学んだ様子がうかがえました。
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1-3　千葉県館山市における実践

概要
　海洋教育モデル校として、館山市立西岬小学校、館山市立第二中学校、千葉県立安房高
等学校で海洋教育を実践しました。西岬小学校では昨年度から継続して１、２年生の海に
親しむための授業や、６年生の職場体験が行われました。５年生は東京都の小学校との交
流だけでなく、今年度新たに黒潮で繋がる他の地域とビデオレターやテレビ電話を介した
交流が行われました。第二中学校では、キャリア教育として２年生がお茶の水女子大学・
湾岸生物教育センターで職場体験を実施し、３年の理科ではウニの受精・発生実験を行い
ました。安房高等学校では２年理科（生物）の授業や生物部の活動としてウニの受精・発
生実験に取り組みました。また、西岬小学校と第二中学校では海洋リテラリシーに関する
アンケートを実施しました。

❶館山市立西岬小学校の取り組み

　館山市立西岬小学校は平成26年度より海洋教育モデル校として様々な海洋教育の実践に
取り組んでいます。さらに、実践された海洋教育が有用かどうか海洋リテラリシーのアン
ケートを実施し、その変化を解析しました。

水槽の設置と管理（対象１、２年生）
　児童が授業で、または個人的に採集した磯の生き物を飼育・観察することを目的として
水槽を設置し、管理を行いました。自然下では観察しにくい行動などを児童がじっくり見
ることができ、継続的に記録も付けています。

1-3  

 

1 2  
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１、２年生活科「海と遊ぼう」
　６月22日に名郷浦での磯の生き物の観察・採集を行いました。２年生が１年生の先生と
なって生き物の見つけ方や名前などを教え、海に親しむことを目的とした授業を行いまし
た。

 

1 2  
1 2  
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　７月11日に坂田の海岸でも同様の授業を行いました。前回とは場所や磯の広さも異なる
ため、そこに生息する生き物の違いなどを理解してもらうことも目的としました。

１、２年生 三校交流会
　館山市内の内陸部に位置する豊房小学校と神余小学校との交流を行いました。西岬小学
校の児童がホスト役となり、海に馴染みが薄い小学校の児童に対して海や海の生き物につ
いて教えました。

５年生 北区立東十条小学校との交流会
　９月27日に、西岬小学校５年生16名と東京での海洋教育モデル校となっている北区立東
十条小学校の５年生62名が西岬小学校で海を通した交流会を行いました。今回は去年に続
き２回目の交流会となりました。活動内容はまず、東十条小学校の児童らが、自分たちの
学校の紹介を西岬小学校の児童らにクイズ形式で行ないました。鹿児島県与論島との交流
や、与論島の海に生息する生き物を飼育している水槽などを紹介しました。次に、西岬小
学校の児童が西岬の磯で見られる生き物を紹介しました。事前に自分たちで担当の生き物

 

1 2   

5   

1 2   

 

5   
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について調べ、それぞれタッチプールを用いて生き物を紹介し、質問に答えたりしました。
また、西岬小学校の児童らが東十条小学校の児童らに魚のさばき方を教える教室を行いま
した。西岬小学校の児童が紹介した生き物については東十条小学校へ発送し、学校の水槽
で飼育されています。

タイムスケジュール
13：10　　東十条小が西岬小体育館に到着
13：15　　①はじめのあいさつ
　　　　　②西岬小教頭先生からのお話
　　　　　③児童あいさつ（西岬小）
13：20　　④東十条小学校の紹介
13：40～　⑤交流の諸注意
14：50　　バスに乗り、西岬小出発
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５年生 ビデオレターやテレビ電話を用いた他の地域との交流
　2017年11月に、館山の海に関係する黒潮で繋がる他の地域との海を通した交流を行いま
した。交流先は石川県能登半島にある能登里海教育研究所と、高知県の黒潮生物研究所で、
それぞれの研究者と交流しました。
　館山で見られる魚がそれぞれの地域にもいるのかどうかや、海の中の様子が館山と違う
のかなどの質問に対して研究者がビデオレターやテレビ電話を介して答えてくれたり、海
の様子を映像で紹介してくれたりしました。そのやり取りで、館山の海との水温の違いや
潮位の違いがわかり、驚いた様子でした。各地の専門家から館山の海との共通点・相違点
や、それらの理由についてインタラクティブに学ぶことができました。

 

5   
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６年生 ゆめ・仕事ぴったり体験
　キャリア教育の一環として、９月20日に６年生の児童１名がお茶の水女子大学・湾岸生
物教育研究センターで職場体験を行いました。午前（９～12時）は飼育動物の世話や、翌
日からのイベントで使用する生物の準備の手伝いなどを行いました。午後（13～14時）は
児童が希望したアイゴの解剖、その後の片付けを行いました。また、児童が事前に用意し
た仕事のことや海についての質問をセンター職員に答えてもらいました。

6   
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海洋リテラリシーアンケート
小学校における海洋教育の実践と児童の海洋リテラリシーの変化

１．はじめに
　実践された海洋教育の有用性を評価するために、海洋教育による児童の海洋リテラリ
シー（海洋環境に関する総合的な知識を活用する能力）のアンケートを「低学年版海洋リ
テラリシー調査票」（蓬郷・千足、2012）を用いて2015～2017年にかけて４回実施しました。
データの解析は東海大学が協力しました。

２．方法
アンケートの実施日：
　2015年　５月　62名
　2016年　１月　64名
　2016年　５月　58名
　2017年　１月　58名
また調査表の調査項目は以下のように構成されています。
上位尺度：中位尺度　（下位尺度）
理解力：　　F1　海での活動能力　（５項目）
　　　　　　F2　海についての認識　（５項目）
説明力：　　F3　海での活動に関わる知識と経験　（５項目）
　　　　　　F4　人と海の関わりについて説明する力　（５項目）

質問項目：
　調査表のそれぞれの質問項目について「とてもよくあてはまる（４点）」「ややあてはま
る（３点）」「あまりあてはまらない（２点）」「まったくあてはまらない（１点）」の４段
階を間隔尺度とみなして得点化し、回収した調査紙のうち欠損値を除いた回答を有効回答
として分析対象としました（図１）。
　分析にあたっては統計解析ソフトR 3.4.2 binary for OS X 10.11を用い、マン・ホイッ
トニーのU検定、ウィルコクソンの符号付順位和検定によって検定を行いました。
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３．結果と考察
3.1　低学年版海洋リテラシー調査表を用いた質問調査について
　各学年の年度始め（2015年５月・2016年５月）と年度終わり（2016年１月・2017年１月）
の回答の傾向を比較しました。
3.1.1　年度始めにおける各学年の傾向の比較
　全120項目（20項目×６学年）中15項目で p＜0.05となり、回答の傾向に有意な差が見
られました。特に１年生と６年生の F3-3「海にいて、天気が良くなったり悪くなったり
するのを予測することができる」では p＜0.01でした（表１）。低学年（１・２年生）の
回答に関しては、質問の内容が理解できているか不明瞭なこともあり、結果の解釈につい
ては注意が必要です。６年生の F3-3の質問に関しては、2015年度の６年生が前年度、気
象に関する内容を特に海洋教育の単元としては扱わなかった（お茶の水女子大学、2015）
のに対し、2016年度の６年生は前年度に「雲と天気の変化」を海洋教育の単元として扱っ
た（お茶の水女子大学、2016）ため、2016年度の６年生の得点が有意に高くなったと考え
られます。
3.1.2　年度終わりにおける各学年の傾向の比較
　全120項目（20項目×６学年）中24項目で p＜0.05となり、回答の傾向に有意な差が見
られました。特に５年生のF1-13「魚をさばいたり調理したりしたことがある」の項目で
は平均が2.3ポイント上昇し、検定結果も p＜0.001でした（表２）。５年生の F1-13「魚を
さばいたり調理したりしたことがある」の得点が上昇した要因としては、2016年度の９月
に行われた同学年対象の体験合宿において「アジの開き」作りを体験した（お茶の水女子
大学、2017）ため、５年生９名全員が「とてもよくあてはまる（４点）」と回答できた事
によると考えられます。
　海洋教育の実践の有無により差が認められた項目があったことは、実施された内容の有
用性を示唆する結果です。今後は同じ海洋教育を他の児童に対して行なった場合でも、同
様の結果が得られるかどうか確かめることが重要です。また、データの数を積み重ね、よ
り正確な検証をする必要があると考えられます。
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3.2　海洋教育の実践による児童の海洋リテラシーの変化について
　2015年５月の１～５年生を合わせた平均値と、2017年１月の２～６年生を合わせた平均
値を比較する事で、海洋教育の実践による児童の海洋リテラシーの変化を調査しました。
　その結果、全20項目中 F2-14「海が好きです」を除く19の項目で得点の上昇が確認でき、
その内９項目において、p ＜0.05となり有意な差が認められました。特にF1-9「海でのス
ポーツをしたことがある」とF1-13「魚をさばいたり調理したりしたことがある」の項目
においては１ポイント以上上昇し検定結果も p＜0.001でした（表３）。
　図２は中位尺度別の平均値及び標準偏差の変化を示したものです。いずれの項目におい
ても有意な差が認められ、得点の上昇が確認されました。
　総合得点に関しては検定の結果も p＜0.001となり、有意な差が確認できました。図３
は総合得点の分布を示した箱ひげ図であり、最高点・中央値・平均値・最低点の全てにお
いて上昇していることが確認できました。
　F2-14「海が好きです」の得点に変化が見られなかった要因の一つとして、2015年５月
時点で既に高い値を示していた事が考えられます。
　F1-9「海でのスポーツをしたことがある」と F1-13「魚をさばいたり調理したりしたこ
とがある」の項目については、海洋教育の一環として「スノーケリング体験」や「アジの
開き作り」など体験学習の機会が設けられた（お茶の水女子大学、2016、2017）ことが得
点上昇の大きな要因として考えられます。
　本調査より、沿岸部の小規模校における海洋教育の実践により、児童の海洋リテラシー
の有意な上昇が複数の項目で認められました。

４．今後の課題
　今後の課題としては「有意な変化が認められなかった項目に相当する海洋教育の内容の
精査」と、「海洋教育の対象を内陸部の小学校や沿岸部の規模の異なる小学校にした場合
の変化の調査」の２点であると考えられます。また、本調査を継続することにより、海洋
教育の推進・普及に貢献できるものと考えられます。
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3  2015 5 1 5 2017 1 2 6  
± P†   

 *=p<0.05  **=p<0.01  ***=p<0.001 

 
 

       2015  
 

2017  
 

P† 
       

    
 F1     
  1   2.9 ±0.9 3.2 ±0.9  
  5  3.6 ±0.8 3.7 ±0.6  
  9 

 2.5 ±1.2 3.5 ±0.8 ***

  13 
 1.9 ±1.1 3.0 ±1.2 ***

  17  
 3.5 ±0.8 3.8 ±0.5  

 F2     
  2   3.6 ±0.7 3.7 ±0.7  
  6  

 3.5 ±0.8 3.9 ±0.3 * 

  10   3.5 ±0.8 3.7 ±0.6  
  14 

 3.6 ±0.8 3.6 ±0.8  

  18  
 2.8 ±1.2 3.4 ±0.9 * 

    
 F3     
  3  

 2.2 ±1.0 2.4 ±0.9  

  7  2.7 ±1.2 2.9 ±0.8  
  11  3.3 ±1.1 3.6 ±0.6  
  15   1.8 ±0.9 2.4 ±0.9 **
  19  1.8 ±0.9 2.4 ±1.1 **
 F4     
  4 

 2.8 ±1.1 3.0 ±1.0  
  8  2.0 ±0.9 2.6 ±1.0 **
  12  1.7 ±0.9 2.1 ±1.0  
  16   2.5 ±1.0 3.1 ±0.9 **
  20  

 2.2 ±1.0 2.8 ±1.0 **



159

千
葉
県
館
山
市
に
お
け
る
実
践

 
2  2015 5 1 5 2017 1 2 6  

*=p<0.05  **=p<0.01 ***=p<0.001 
F1 F4  
F1  
F2  
F3  
F4  
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❷館山市立第二中学校での取り組み

　館山市立第二中学校は平成26年度から海洋教育促進モデル校として、公立中学校におけ
る海洋教育の実施方法について検討しています。今年度は２年生の職場体験において、お
茶の水女子大学・湾岸生物教育研究センター（以下、センター）での海洋生物の飼育管理、
フィールド調査、授業準備など実験所の仕事を体験しました。そして３年生理科では、「生
命の連続性」に基づいて、ウニの受精・発生の実験や観察の授業を行いました。また、全
学年を対象とした海洋リテラリシー（海洋に関する総合的な知識を活用する力）のアン
ケート解析を行いました。

職場体験
　館山市と館山市の公立中学校４校が連携して実施している中学生職場体験学習におい
て、館山第二中学校の通常学級２年生２名が2017年11月にセンターで３日間の職場体験を
行いました。また、同校の特別支援学級２年生２名が2018年１月にセンターで１日間の職
場体験を行いました。

実施内容（通常学級２年生）
事前打ち合わせ：2017年10月26日
生徒が履歴書を持参し、センター担当者と体験内容の打ち合わせ
　興味があること、やってみたいこと、得意なことなどを伝え体験内容を決めました。

体験１日目：2017年11月６日
９時～12時　生物調査、プランクトン採集、ドレッジ採集
13時～16時　生物調査、ソーティング、同定作業
　センター前の海の生物調査を行うため、センターの調査船に乗船しました。船上では調
査定点の緯度経度の確認、水深・水温・塩分の計測、プランクトンネットを用いたプラン
クトン採取、ドレッジを使った海底生物採集など、調査・研究に欠かせない作業を体験し
ました。その後採集した生物のソーティングや同定の作業を行いました。
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体験２日目：2017年11月７日
９時～12時　水槽管理準備、水槽に入れる生物選び、パッキング
13時～16時　水槽水換え作業
　午前中は館山市立西岬小学校に設置している水槽の水換え準備と、その水槽に生物を追
加するために、小学校の児童達が関心を持って観察できるような種類で、かつ飼育しやす
い丈夫な生物を選びました。午後は小学校へ出向き、水槽の水換えと、生物の追加作業を
行いました。

体験３日目：2017年11月８日
９時～12時　授業準備作業
13時～16時　ナメクジウオ水槽の水換え、ナメクジウオ観察
　ちりめんじゃこを教材にした小学校での授業準備を手伝いました。実際に教材を試して
みて、どのようなところに興味を持てるかや、工夫するところなどの意見を出しました。
また、センターで飼育しているナメクジウオの水槽の水換え作業や、ナメクジウオの体の
構造や摂餌の様子などを観察しました。
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実施内容（特別支援学級２年生）
体験日：2018年１月23日
９時～12時　ウニ幼生などの観察、サンゴ水槽の設置
13時～15時　ナメクジウオ水槽水換え、その他生き物の観察
　午前はウニ幼生の観察や、屋外で飼育している様々な生物の観察を行いました。またサ
ンゴを室内の越冬用の水槽へ移動させる作業も行いました。午後はナメクジウオ水槽の水
換え作業を行いました。
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教科学習での海洋教育の実践
　中学校理科・第２分野では、学習指導要領内容「（5）生命の連続性」の中で身近な生物
についての観察や実験を通して、生物の成長と殖え方、遺伝現象について理解させるとと
もに、生命の連続性について認識を深めることが目標とされています。ウニの受精と発生
を教材に、有性生殖に対する興味関心を高めること、生命の誕生や発生について考えを深
め、生命の尊さに気付くことをねらいとして、授業を行いました。

授業題材名：生物の成長とふえ方
対象：３年生３クラス114名
授業日：平成30年２月16日

第３学年　理科学習指導案
 指導者　安西亜紀彦
１．題材名　『生物の成長とふえ方』

２．題材について
（1）教材観
　本単元は、中学校学習指導要領第２章第２分野の内容「（5）生命の連続性」の「ア　生
物の成長と殖え方」に基づいて設定されている。

ア　生物の成長と殖え方
（ア）細胞分裂と生物の成長
　体細胞分裂の観察を行い、その過程を確かめるとともに、細胞の分裂を生物の成長と
関連付けてとらえること。
（イ）生物の殖え方
　身近な生物の殖え方を観察し、有性生殖と無性生殖の特徴を見いだすとともに、生物
が殖えていくときに親の形質が子に伝わることを見いだすこと。

　成長や殖え方、体のつくりなど限定した部分でみても、数えきれないほどの形が存在す
る。生物は多種多様である。本単元では、「生物が成長するときや殖えるときは細胞分裂
をする。」ことを学習する。その細胞分裂についても、観察を通してその過程や成長する
ときと殖えるときの違いについても理解を深める。また、殖え方の違いを学習することで
遺伝現象が起こる仕組みついても見いだしていく。これらの学習を通して、私たち人間も
他の生物と同様な生命体であることに気づかせていきたい。



165

千
葉
県
館
山
市
に
お
け
る
実
践

３．指導目標
（1）題材の目標
○ 身近な生物についての観察、実験を通して、生物の成長とふえ方、遺伝の仕組みについ
て理解させるとともに、生命の連続性について認識を深める。

（2）観点別目標

自然事象への
関心・意欲・態度

・生物の成長と殖え方に関心をもち、生命の連続性について意欲
的に探究することができる。

科学的な思考・表現 ・体細胞分裂の観察を行い、細胞の分裂を生物の成長と関連付け
てとらえることができる。
・身近な生物の殖え方を観察し、有性生殖と無性生殖の特徴を見
いだすとともに、生物が殖えていくときに親の形質が子に伝わ
ることを見いだすことができる。

観察・実験の技能 ・各観察を正しく行うことができる。
自然事象についての
知識・理解

・生物は細胞分裂をすることで、成長したりふえたりすることや、
その過程を理解できる。
・有性生殖の仕組みと、無性生殖の種類について理解する。
・親の形質が子に伝わる仕組み（遺伝）について理解する。

４．全体指導計画（９間扱い）

時 学習のねらい
１ 細胞の大きさや核の変化の様子を確認する。
２ 体細胞分裂の過程を理解する。
３ 無性生殖のふえ方について理解する。
４ 有性生殖のふえ方について理解する。
５ 花粉管がのびる様子を観察し植物の有性生殖について理解する。
６ ウニの受精する様子を観察し、動物の有性生殖について理解を深める。
７ 有性生殖の規則性について考える。
８ メンデルの実験から遺伝の規則性を理解する。
９ 形質を伝える遺伝子について理解する。
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５．本時の指導（６／９）
（1）ねらい
○ウニの受精・卵割の様子を観察することで、有性生殖に対する興味関心を高める。
○生命の誕生や発生について考えを深め、生命の尊さに気付く。
（2）展開
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沿岸地域の中学生の海洋リテラリシーに関する調査
小学校における海洋教育の実践が中学生の海洋リテラリシーに及ぼす影響

１．はじめに
　佐々木（2011）によると、「水圏環境リテラリシー」とは水圏環境に関する総合的な知
識を活用する能力のことで、ここでは「海洋リテラリシー」を海洋に関する総合的な知識
を活用する能力のことと定義します。
　本調査・解析は、海洋リテラリシーが現在の教育過程で育まれるのか、小学校の海洋教
育の実践が中学生の海洋リテラリシーに及ぼす影響についての検討を目的としています。
海洋リテラリシーに関する項目について館山市立第二中学校全学年を対象に「海洋に関す
る知識と活用する知識」についてアンケート調査を2017年に実施しました。また、昨年度
実施した同中学校での同アンケートの結果と比較・分析を行いました。解析は東海大学が
行いました。

２．方法
アンケート実施日：2017年７月
アンケート対象：全学年（表１）
　海洋リテラシーの変容を検討する
ために、「海に関する理解力」と「海
に関する説明力」について蓬郷ら
（2011）が開発した27項目から構成
される小学校高学年向け海洋リテラ
シー調査票（図１）を用いて質問紙
調査を行ないました。海洋リテラ
シーは「海での活動能力」「海の必要性についての理解」「海に対する感情」「海での活動
経験」「船に関わる知識と技術」「海での減少と危険性について説明する力」「資源と社会
的背景について説明する力」「海との関係について説明する力」「環境と生態系について説
明する力」の９つの中位尺度から構成されており、それぞれの質問項目について「とても
よくあてはまる（６点）」「あてはまる（５点）」「ややあてはまる（４点）」「ややあてはま
らない（３点）」「あまりあてはまらない（２点）」「まったくあてはまらない（１点）」の
６段階を間隔尺度とみなし、回収した回答のうち欠損値を除いた回答を有効回答として分
析対象としました。
　比較検討として、同校を対象に2016年６月に行った結果も合わせて解析対象としました
（表１）。また、出身小学校についてはTa小学校が大規模な内陸部の小学校、K小学校と
To 小学校が小規模な内陸部の小学校、N小学校が海洋教育に力を入れている沿岸部の小
学校とします。解析は統計処理ソフトR 3.4.2 binary for OS X 10.11を用いました。
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３．アンケート結果と考察
　表１は2016年および2017年の解答者の内訳を表したものです。2017年は１年88名、２年
生76名、３年生100名、合計264名から有効回答を得ました。

3-1.　2017年度の結果
　27項目それぞれについて検定を行なった2017
年度の結果では、「海のことをもっと知った方
が良いと思う」の項目で１年生と２年生の間
と、２年生と３年生の間、「海は私をゆったり
とした気分にさせてくれる」の項目で２年生と
３年生の間で統計的に有意差が認められました
（表２、図２）。しかし、中位尺度では統計的に
有意な差は認められませんでした（図３）。ま
た、各学年の総得点は１年81.16±20.29（平均
±標準偏差）、２年78.66±26.39、３年85.6±
25.43で学年間では有意な差は認められません
でした（図４）。よって、１～３年生の間で海
洋リテラシーについての明確な差があると断定
できませんでした。
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2  2017 ± P† (Kruskal-Wallis rank 
sum test)*=p<0.05 1
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　各学年の出身小学校別の比較のため27項目それぞれについて検定を行なった結果、１年
生は「海流について説明できる」「海と気候の関係について説明できる」「海での潮の流れ
について説明できる」「海の歴史について説明できる」「海の微生物（プランクトンなど）
について説明できる」「海底から得ている鉱物・エネルギー資源について説明できる」の
６つの項目で有意な差が認められたのに対して、２年生と３年生は統計的に有意な差が認
められた項目がそれぞれ１つ（２年生「海にいて、天気が良くなったり悪くなったりする
のを予測できる」）と２つ（３年生「船の種類についてよく知っている」「海流について説
明できる」）でした（表３～５）。これにより１年生では出身小学校間で海洋リテラシーに
ついて差があると考えられます。
　１年生では総得点に関して Kと To の
間、N と Ta の間、N と To の間、N とそ
の他、Nと無回答の間で有意な差が認めら
れ（pairwise wilcox test p ＜0.05）、Nと
Kの総得点が他と比べて有意に高い結果に
なりました（図５）。N小学校の実施して
いる海洋教育は海洋リテラシーの上昇に効
果があること示唆されました。K小学校に
関しては理由を断定することはできません
が、小規模校（2017年度１年生３名）のた
め、継続的なデータの収集とともに今後の
課題とする必要があります。２年生と３年
生の総得点では出身小学校間で有意な差は
認められませんでした（Kruskal-Wallis 
rank sum test p ＜0.05）（図６、７）。全学年のTaと Nでの検定では「海での活動能力」
以外の全ての項目で統計的に有意な差が認められたため（Kruskal-Wallis rank sum test 
*=p ＜０。05、**=p ＜０。01、***=p ＜０。001）（図８）、明らかにNの海洋リテラシー
が高いと考えられます。
　Ta、K、To、Nそれぞれを学年別に総得点の比較を行ないました。その結果、N小学
校出身の１年生と２年生のみで統計的に有意な差が認められました（pairwise wilcox test 
p ＜0.05）（図９）。よって、１年生の時点では海洋リテラシーが高いが、２年生以降にな
ると海洋リテラシーは下がる生徒がいることがわかりました。
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3  2017 1 ± P† (Kruskal-
Wallis rank sum test) *=p<0.05 **=p<0.01 ***=p<0.001 1  
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4  2017 2 ± P† (Kruskal-
Wallis rank sum test) *=p<0.05 1  
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5  2017 3 ± P† (Kruskal-

Wallis rank sum test) *=p<0.05 **=p<0.01 1  
 

3-2. 2016 2017  
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3-2.　2016年度と2017年度の比較
　各学年の比較で2016年度の１年生と2017
年度の１年生、2016年度の２年生と2017年
度の２年生、2016年度の３年生と2017年度
の３年生の組み合わせでそれぞれ平均点の
総得点についての検定を行なったが、すべ
ての結果で統計的に有意な差は認められま
せんでした（pairwise wilcox test p＜0.05）
（図10）。よって、2016年度と2017年度で学
年に関して海洋リテラシーに差がないと考
えられます。
　また、１年後の比較でも、2016年度の１
年生と2017年度の２年生、2016年度の２年
生と2017年度の３年生の組み合わせでそれ
ぞれ平均点の総得点についての検定を行な
いましたが、すべての結果で統計的に有意な差は認められず（pairwise wilcox test p ＜
0.05）、2016年度から2017年への進級では各学年に海洋リテラシーの成長がなかったと考
えられます（図10）。
　出身校別各学年の比較のため、Ta、K、To、Nそれぞれ2016年度の１年生と2017年度
の１年生、2016年度の２年生と2017年度の２年生、2016年度の３年生と2017年度の３年生
の組み合わせで検定を行いました。その結果、Kの2017年度の１年生と2016年度の１年生
の間、Kの2017年度の２年生と2016年度の２年生の間、To の2017年度の２年生と2016年
度の２年生の間で統計的に有意な差が認められましたが（pairwise wilcox test p ＜０。
05）（図11、12）、K小学校は小規模校ゆえ得られたデータ数が少なく、各データの共通性
が認められないため継続的なデータの収集とともに今後の課題とする必要があります。
　出身校別１年後の比較では、検定を行なった全ての組み合わせで統計的に有意な差が認
められなかったため（pairwise wilcox test p ＜0.05）、出身小学校別に見ても2016年度か
ら2017年への進級では各学年に海洋リテラシーの変化がなかったと考えられます。しか
し、統計的に有意な差が認められませんでしたが、図13で N小学校出身の2016年度の１
年生の上位得点者50％に比べて2017年度の２年生の上位得点者の50％が黒点を除いて低く
なる結果が得られました。
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　これらの結果より、中学校では本調査用紙で測定している海洋リテラシーは育まれない
ことが示されました。また、海洋リテラシーが一定水準以下にはならないことも示唆され
ました。小学校で海洋教育に取り組んでいるN小学校出身者は、１年生では高い得点を
示していたため小学校の海洋教育の実践は中学生の海洋リテラシーに効果をもたらすと考
えられます。しかし、わずか１年で他の生徒との差が無くなってしまうことも認められ、
これは持続的な海洋教育が無くなったことが原因であると推察されます。また、中学校の
間では海洋リテラシーの変動が統計的に認められなかったため、現在の教育課程では育ま
れないと考えられます。現状でN小学校の実践している海洋教育は効果が認められたた
め、これをそのまま中学校でも実践することで海洋リテラシーの向上や維持に役立つこと
が期待できます。
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４．引用文献
佐々木剛（2011）水圏環境教育の理論と実践．成山堂書店、東京都．214ページ．
蓬郷尚代・千足耕一・小山浩（2012）海辺の体験教育が参加者に及ぼす教育的効果に関す

る調査研究．SSF スポーツ政策研究抄録．１（1）、233-241ページ．
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❸千葉県立安房高等学校での取り組み

　海が身近にある環境で育った生徒が多い千県立安房高等学校は、平成26年度から海洋教
育促進モデル校として、海洋教育を実施・検討してきました。公立の普通科高等学校の教
育課程において、どの程度「海洋」を意識した授業展開が可能か、またその学習効果が他
教科の学習や生徒の成長に影響を及ぼすかなどについて検討しています。今年度は２年生
の理科（生物基礎）での授業と生物部での活動において海洋教育を実践しました。
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教科学習での海洋教育の実践
1. 1　理科（生物基礎）
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1. 2　生物部の取り組み
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1-4　モデル校以外での実施支援

　東京都北区、渋谷区および千葉県館山市に設置した海洋教育モデル校のほかにも、海洋
教育を実践した学校があり、支援の一環として、本学から実験器具や海産物（海からの贈
り物）を提供しました。また、今年度は、さらに海洋教育を普及、推進するために、北区
と渋谷区の海洋教育モデル校の周辺の小学校をモデル姉妹校と設定し、本学の教員が海洋
教育の出前授業を実施しました。

❶-1　渋谷区立常磐松小学校での取り組み（平成29年７月25日）

　小学校１～３年生44名に対して海藻おしばを作製する出前授業「かいそうマイカードを
つくろう」を実施しました。本授業で使用した海藻は湾岸生物教育研究センターから提供
しました。児童らはワカメやコンブなどは食材としてよく目にしていましたが、それ以外
の海藻はほとんど目にしたことがなく、実際に色とりどりの海藻を目の前にして、興味
津々でした。目で見るだけでなく、直接手に触れたり、においをかいだり、五感を駆使し
て海藻を観察していました。じっくりと観察した後、各自に名刺大の紙を渡して、自分だ
けの海藻マイカードを作ってもらいました。自分の好きな海藻を、好きなように紙に配置
してもらい、乾燥機で乾燥させた後、ラミネート加工を施し、持ち帰れるようにしました。
カードが完成すると、児童らはみな大事そうに持ち帰っており、低学年の児童に、海藻や
海への興味・関心を高めることができる非常に有意義な活動でした。

1-4  
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❶-2　渋谷区立常磐松小学校での取り組み（平成29年７月25日）

　小学校４～６年生19名に対して、海水をテーマにした出前授業「こちら常磐松科学研究
所～海水の謎にせまろう～」を実施しました。本授業では、６年生で学習する「水溶液の
性質」単元に関連させ、海水の液性を調べる実験を行いました。本授業で使用した海水は
湾岸生物教育研究センターから提供しました。はじめに、身近な液体であるレモン汁、食
塩水、せっけん水の液性を、BTB溶液を使って調べました。そして、これらの結果をも
とに、海水の液性について予想をたてさせました。児童らは食塩水が中性であり、海水は
しょっぱいので、海水も中性であると予想していました。しかし、実際に調べてみると海
水はアルカリ性であり、大変驚いていました。
　最後に海水には塩化ナトリウム以外にも様々な物質（塩化マグネシウムや硫酸マグネシ
ウムなど）が溶けていること、塩化マグネシウムはにがりとして豆腐作りに活用されてい
ることなどを説明しました。児童らは、３年生の国語の授業で「すがたをかえる大豆」と
いう文章を学んでおり、その文章中に‘にがり’が出ていたことを思い出させると、今回
の学習内容とのつながりを見いだせたようで大きくうなずいていました。
　海水を題材に理科や国語の学習内容を、教科を超えて結びつけることで、様々な角度か
ら児童らの海についての興味・関心を高めることができました。
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❷北区立王子小学校での取り組み（平成29年10月４日）

　６年生３クラス計90名に「植物の養分と水の通り道」単元の発展として、海藻のでんぷ
んについて調べる出前授業を実施しました。本授業で使用した海藻は湾岸生物教育研究セ
ンターから提供しました。
　はじめに海藻は緑藻、紅藻、褐藻に分けられること、葉、茎、根に区別できないことな
どを解説しました。そして、植物は光合成によって、自分で養分をつくることができるが、
海藻はどうだろうか？と問題提起し、実際に海藻を使って確かめる実験を行いました。
　今回は、特別な装置や器具がなくても、簡単に海藻のでんぷんについて調べることがで
きる実験方法として、チャック付き袋を使った方法を紹介しました。海藻は自分ででんぷ
んをつくることができると予想した児童もいれば、自分では作れないと予想する児童もお
り、実験には意欲的に取り組んでいました。ヨウ素液に浸した海藻の色が濃い紫色に変わ
ると、児童らは熱心に結果を記録していました。最後に、海の中にも日光は届いているこ
と、水中には二酸化炭素が溶け込んでいることなどを補足で説明すると、納得した表情を
みせていました。
　理科で植物について学習する単元と時期を合わせて実施することで、植物との比較を通
じてより理解が深まり、海藻や海への興味・関心を高めることができると考えられます。
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❸港区立青南小学校での取り組み

　東京都港区立青南小学校はH29年度笹川平和財団・海洋教育パイオニアスクールプログ
ラムに課題「比べてみよう海の植物・陸の植物　比べてみよう海の動物・陸の動物」で採
択されました。お茶の水女子大学・湾岸生物教育研究センターでは教材（海藻）の提供及
び教材開発の支援を行っています。
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❹ウニの提供による実施支援

　館山市以外の学校でも成体のウニや未受精卵と精子（海からの贈り物）は活用されまし
た。未受精卵と精子のみの提供内容については本報告書3-1 海からの贈り物（ウニ）をご
覧ください。

鴨川市立小湊小学校
１月19日５年生10名
　湾岸センターの教員が出張授業を行い、地元の小湊の海岸から採集されたバフンウニを
使って、放卵・放精から受精・初期発生を観察しました。授業当日は父兄参観の日だった
こともあり、生徒らの父兄も授業の様子を見ることができました。

 

  

 



２　海洋教育指導資料
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　学校での授業は原則的に教科書に沿って行われるものであり、教科書に記載されている
海に関する内容は、教員が海洋教育を実践するうえで大切な内容です。そこで、教科書に
記載されている内容の中で「海」に関連するものを抽出し、「どのように海に関連するの
か」、「どのように海に関連して内容を膨らませることができるか」を注釈した資料が、海
洋教育の指導資料として有効だと考えられます。教科書にすでに記載されている内容なの
で教員にとって実施のハードルは低く、海から離れた地域でも海洋教育が実践できるとい
う意識を持つことにも繋がります。
　本指導資料では、抽出した内容が海洋教育の４つの観点のどれに該当するのか示しまし
た。

【海洋教育の４つの観点】
海に親しむ： 様々な体験活動を通して、海を体験し、海に親しみ、海に進んで関わろうと

する態度を養います。
海を知る： 海の自然や資源、人との深い関わりに関心を持ち、進んで調べようとする態度

を育成します。
海を守る：海の環境保全に主体的に関わろうとする態度を養います。
海を利用する： 水産物や資源、輸送、海を通した人々との結びつきなどを理解し、持続的

な利用の大切さを理解します。

2-1　海洋教育指導資料の作成

❶中学校教科書からの抽出

　今年度は昨年度に引き続き、下記の教科書から「海」に関連した内容を抽出しました。

　本指導資料では、上記しました「東京書籍 新編 新しい科学　１～３（平成29年2月10
日発行）」に掲載されている図を引用しています。各図の上に、その図が教科書内に掲載
されているページ番号を記載しています。

海洋教育指導資料

中学校・理科 東京書籍 新編 新しい科学　１

東京書籍 新編 新しい科学　２

東京書籍 新編 新しい科学　３
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東京書籍・中学校理科の教科書における「海」

東京書籍　新しい科学１
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❷高等学校教科書からの抽出

　Ｈ26年度以降、高等学校の国語・理科・社会科の教科書から「海」に関連するものを抽
出し、教科を超えたデータベースを作成してきました。本年度は、新たに教科を広げ、家
庭科の教科書からの抽出・データベース作りを行いました。また、社会科と理科において
は、これまで扱わなかったいくつかの出版社の教科書から抽出しました。同じ教科、同じ
テーマでも教科書によって、海に関わるワードの多さや内容の深さが異なります。ある単
元を扱う際に、この様々な教科書から抽出したデータベースを参考にすれば、海との関連
をより深めた授業展開ができるかもしれません。これらの抽出・データベース作成では教
材としても取り上げやすいと考えられる魚や海藻といった「海洋生物」（具体的な生物名
を含む）や、「多様性」、「生態系」、「水産」、「漁業」をキーワードとして設定しました。
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2-2　海洋教育指導資料案内パンフレットの作成

　海洋教育指導資料を紹介する案内パンフレットを作成しました。本年度に追加・更新し
た新しい資料が一目でわかるようにしました。お茶の水女子大学と連携している海洋教育
モデル校の教員だけでなく、モデル校以外の教員にも配布し、海洋教育の実施拡大を目指
します。

 



３　海洋教育教材・海洋教育学習

プログラムの開発と提供　　
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　海が身近に無い内陸部の学校でも活用できる海洋教育教材、海洋教育プログラムとして
「海からの贈り物」シリーズを展開しています。「ウニ」シリーズでは、１）ウニの未受精
卵、精子、海水を用いた、ウニの受精・発生実験用材料提供（受精観察コース）、２）ウ
ニの幼生から稚ウニまで生徒自身が飼育するための飼育器具と餌を提供（ポケット飼育
コース）の２つのコースを実施しました。「海藻」シリーズは、凍結海藻を提供し、海藻
の多様性や構造の観察、色素やデンプンの実験などに活用されました。「魚」シリーズは、
体の構造を観察する解剖実験などに提供されました。
　ウニシリーズの受精観察コースは133校18,612名、ポケット飼育コースは47校2,951人の
生徒が利用しました。海藻シリーズは５校516名の生徒が利用し、魚シリーズは１校の授
業で活用されました。

3-1　海からの贈り物（ウニ）

小学校・中学校・高校の先生方へ
お茶の水女子大学
海洋教育促進プログラム（日本財団助成事業）による
「海からの贈り物（ウニ）」教材配布の募集‼（平成29年度冬期）

1．受精観察コース（卵・精子の提供、100校募集）
　発生の実験材料として、生きたウニではなく、冷蔵庫で保存できる卵と精子を送付しま
すので、経験の無い方でも簡単にできます。提供は無料です。
　１月中旬から２月にかけて、以下の４回の配達があります。
　　１月15日（月）配達、　　１月22日（月）配達
　　１月29日（月）配達、　　２月５日（月）配達
＊申込締切：12月15日（金）。先着順。100校に達した時点で締切ります。
　４回のどれにするかが未定の場合も、必ずこの期日までに申し込み、後でどの配達日に
するかを連絡してください。

2．ポケット飼育コース（幼生から稚ウニまでの飼育、10校募集）
　生徒各自が自分の容器で、プルテウス幼生から変態を経て稚ウニまで飼育観察するコー
スです。１月中旬より支援いたします。
　センターから、必要な器具類を無料にて貸与します。器具数に限りがあるため、先着10

海洋教育教材・海洋教育学習プログラムの
開発と提供
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校とし、初めて申し込む学校を優先します。また、この10校以外にも、器具類を自分で用
意すれば、海水（人工海水の粉末）や餌等は提供します。必要な提供品を申込書から選択
し、期日までに申し込んでください。このコースで使用する幼生は、“１．受精コース”を
申し込み、幼生を準備してください。ご自分でウニを用意して実験されていれば、“１．受
精観察コース”を申し込む必要はありません。
＊申込締切：12月15日（金）。先着順。10校に達した時点で締切ります。
＊ 今回、海水は人工海水（粉末）を提供します。蒸留水や脱イオン水、もしくは市販のミ
ネラルウォーターをご自分で用意し、溶かして使って下さい。
＊ 幼生の餌の珪藻も自分で培養してみませんか。希望校へは培養に必要なもの（エアレー
ションポンプ、培養液）を送ります。

注意： 貸与品は、１月から各学校へ発送します。貸与品の返送は、添付した着払い伝票を
用いて、３月20日まで（必着）か、次年度（４月１日以降）に返送してください。
３月21日から31日の間に配達の分は着払いで受け取ることができません。

3．事前研修のお知らせ
　本プログラムに即した事前研修を行います。本プログラムの導入を考えている方や、実
験方法に不安がある方は是非ご参加ください。日頃からウニの発生について何か疑問をお
持ちの方、他の教員の方と交流を深めたい方など、ぜひこの機会をご利用ください。宿泊
せず、初日だけの参加も可能です。
　２日目には、ウニ以外の研修も行う予定です。内容についてのご希望がありましたら、
申込書の所定欄に記入してください。
　日時：12月23日（土）13時30分～17時30分　ウニの発生実験
　　　　12月24日（日）９時～12時　ウミホタル他　希望に応じた内容で
＊申込締切：12月15日（金）。
＊希望者には旅費・出張依頼文書も用意できます。
＊ また、先生方のご都合に合わせて随時、研修を行っています（日帰り研修、２時間程度）。
上記の日程で都合がつかない場合は、こちらをご利用ください。

4．申込方法
　ホームページ（http://www.cf.ocha.ac.jp/marine/info_sck/index.html）より、申込書を
ダウンロードし、必要箇所を記入の上、締切日までにメールにてお申し込みください
（wangan@cc.ocha.ac.jp）。E-mail が困難な場合、FAXで受け付けます（0470-20-9011）。

5．報告書等の提出について
　取組みが終了したら、以下のものを送付してください。
・報告書（指定書式のもの。取り組みの前に内容を確認してください。）
・取り組みの様子がわかる教室の写真（授業風景）
・学習指導案、配布プリント等
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報告書・写真等は、関連のシンポジウムや報告書等で使用させて頂くことがあります。

　　　　　　　　　お茶の水女子大学　湾岸生物教育研究センター
　　　　　　　　　　　　　担当：清本（キヨモト）kiyomoto.masato@ocha.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：0470-29-0838　　Fax：0470-20-9011
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